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の荒い運転を見るとしり込みするが、フィリピン人の友人に、 「マニラのドライバーたちは実は臆病な運転をしてるから、慣れれば意外と楽だよ」と励まされた。身分証明証を持つ意味もあって、陸運局に相当する役所（ＬＴＯ）に運転免許証を取りに行く。フィリピンの場合 、本国免許証を提示すれば、そ をもとにフィリピンの免許証を発行してくれる。日本 免許証で申請する場合は、日本大使館で免許証の英訳作ってもらう必要があるが、私にはアメリカで取った免許証があるので、そうした手続きは必要ない。ということで、カ フォルニアの運転免許証を手にして役所に行っ





なっていた。あらためて振り返ると役所と道路を挟んだ向かい側に掘っ立て小屋の「尿検査場」がいくつも立っている。そちらに向かって歩き始めるとワーッと客引きが押し寄せてくる。どうにか尿検査を終えたころ、一人の客引きが「フィクサ を紹介する」と言ってきた。尿検査場に現れたのは向かいの役所の職員だと う男で、金次第で簡単に手続きをし れると言う。「ご厚意」をお断りし、尿検査の結果の紙を持って役所の窓口で手続きすると、驚くほど簡単。一時間も待たずにフィリピンの運転免許証が出てきた。
（かわなか 　たけし／アジア経済研究所地域研究センター）







法律が異なる。カリ 長期に滞在する者は 本国免許で運転するこはできないことになっており、カリフォルニア州の試験（筆記、実技）を受けて州の運転免許証を取得しなければなら い。しかも、カリフォルニアの住人になってから一〇日以内に。よく言われ よう カリフォルニアの運転免許筆記試験 受験者が言語を選択できるので外国人には便利である。しかし、まず を受けために必要な社会保障番号（ＳＳＮ）を一〇日以内に取得することは事実上不可能なので、期間の限定は、外国人にとっては理不尽な制度である。さらに実技試験は、試験のための車を受験者が用意しなければならない。 日本の陸運局に相当する役所 Ｄ
